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一
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
新
選
組
！
」
が
放
映
さ

れ
て
い
ま
す
。
流
山
は
、
幕
末
の
慶
応
四
年
四
月
、
新
選
組

が
最
後
に
陣
営
を
敷
き
、
官
軍
に
包
囲
さ
れ
た
近
藤
勇
が
自

首
を
し
た
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
藤
勇
陣
屋
跡
に

は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、
新
選
組
の
歴
史
に
思

い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。
新
選
組
流
山
隊
実
行
委
員
会
や
博
物

館
、
公
民
館
で
は
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
歴
史
・
文
化

の
再
認
識
を
図
る
た
め
、
新
選
組
に
係
る
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
今
号
で
は
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
三
つ
の
イ
ベ
ン

ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「お互いの個性がひかる共同参画」。6月23日～29日は男女共同参画週間です
□問企画政策課男女共同参画室�７１５０－６０６４

市の人口と予算

【人口・世帯】〈6月1日現在〉
合計＝151,844人 （＋16）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,253人 （＋40）
女 ＝ 76,591人 （－24）
世帯＝ 56,647世帯（＋82）
【予算】〈6月1日現在〉
一 般 会 計＝39,703,000千円
特別・企業会計＝37,302,013千円

論
文
、
ビ
デ
オ
も
募
集
／
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
ゆ
か
り
の
地
を

全線のレールつながる
来秋開業に向け北千住駅で締結式

5月29日、東京都足立区の北千住駅構
内で「つくばエクスプレス」のレール
締結式が行われました。これにより、
秋葉原―つくば間の58.3キロのレールが
つながり、平成17年秋の開業に向けた
準備が一歩前進しました。
締結式には、1都3県の沿線自治体の
長や国会議員など約150人が出席。市長
らがレールに沿って一列に並び、「エイ、
エイ、エイ」の掛け声で、レールを固
定するボルトを締めました＝写真。そ
の後、レールの安全確認などが行われ、
軌道モーターカーによる走り初めも行
われました。来年の秋には、秋葉原―
つくば間が最高速度130キロ、最速45分
で結ばれます。

市では、まちの暮らしやすさなどに
ついてたずねた「市民意識調査」を行
いました。今回の調査は、市政運営の
指針となる「総合計画」の下期5カ年
計画（平成17～21年度）策定の基礎資
料として、皆さんの意見をお聴きする
ために行われたものです。今号では、
前回（平成9年度）調査との比較を含
め、その一部をお知らせします。

住みごこち『住みよい』派が過半数
住んでいる地域の住みよさは、「非常に住みよい」が8.0％、

「まあ住みよい」が48.5％で、これらを合わせ『住みよい』は
56.5％でした。一方、「やや住みにくい」が12.5％、「非常に住み
にくい」が2.5％で、これらを合わせ『住みにくい』は15.1％で
した。これらの結果は、いずれも前回の調査とほぼ同様でした。

『住み続けたい』が75パーセント
流山市への定住意識は、「ずっと住み続けたい」が38.1％、「当
分の間住み続けたい」が36.9％で、これらを合わせ『定住の意
向』が75.0％となり、前回の調査よりも2.6％高くなっています。
一方、「できれば移転したい」が10.8％、「移転したい」が3.3％
で、これらを合わせ『移転の意向』は14.2％となり、前回の調
査よりも1.7％低くなっています。

市政への関心は5.4パーセントアップ
市のできごとや動きについて、「非常に関心がある」が19.4％、

「ある程度関心がある」が63.9％で、これらを合わせ『関心があ
る』は83.3％で、前回調査よりも5.4％高くなりました。一方、

「あまり関心がない」が15.0％、
「全く関心がない」が1.4％で、
これらを合わせ『関心がない』
は16.4％で、前回の調査より
も5.3％低くなりました。

まちのイメージは「安全な」
「静かな」「落ち着いた」
市の将来をイメージする言
葉は、「安全な」が41.2％と最
も高い割合を占めていますが、
前回調査よりも低くなってい
ます。次いで「静かな」、「落
ちついた」となっています
（グラフ参照）。

注）小数点以下第2位を四捨
五入しているため、『住みにく
い』、『移転の意向』の計は一
致しません

□問企画政策課�７１５０－
６０６４

市民意識調査の調査方法

だれもが住みたいと思うまちに だれもが住みたいと思うまちに 

大
河
ド
ラ
マ「
新
選
組
　
」
展

！

博
物
館
で
は
、
七
月
一
日

か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
と

共
催
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
新
選
組
！
」
展
を
開
催

し
ま
す
。

こ
の
展
示
会
で
は
、
現
在
、

放
映
中
の
大
河
ド
ラ
マ
「
新

選
組
！
」
で
使
わ
れ
て
い
る

衣
装
や
小
道
具
、
カ
メ
ラ
を

操
作
し
な
が
ら
セ
ッ
ト
の
全

景
が
見
ら
れ
る
ジ
オ
ラ
マ

（
模
型
）、
出
演
者
の
サ
イ
ン

色
紙
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間
＝
７
月
１
日

�
〜
11
日
�（
月
曜
を
除
く
）

▽
時
間
＝
９
時
30
分
〜
17
時

▽
場
所
＝
博
物
館
▽
入
場

料
＝
無
料

新
選
組
流
山
隊
実
行
委
員

会
（
山
崎
政
治
委
員
長
）
で

は
、
新
選
組
に
関
す
る
研
究

論
文
と
シ
ョ
ー
ト
ビ
デ
オ
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
＝
ど
な
た
で

も
応
募
で
き
ま
す
▽
テ
ー

マ
＝
新
選
組
（
流
山
に
関
連

し
な
く
て
も
可
）
▽
応
募
規

定
＝
①
研
究
論
文
…
パ
ソ
コ

ン
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
作

成
し
た
４
０
０
字
×
30
枚
以

内
の
未
発
表
の
作
品
（
和
文
、

縦
書
き
、
引
用
文
献
を
明
記
）

②
シ
ョ
ー
ト
ビ
デ
オ
作
品
…

５
分
以
内
の
映
像
で
未
発
表

の
作
品
（
音
楽
・
映
像
の
著

作
権
法
に
抵
触
せ
ず
、
市
販

の
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
機
器
・
Ｄ

Ｖ
Ｄ
機
器
で
再
生
可
能
な
も

の
）
※
い
ず
れ
も
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
。
使
用
権
は
主

催
者
に
帰
属
▽
応
募
方
法
＝

作
品
の
題
名
、
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

作
品
と
合
わ
せ
て
９
月
30
日

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
７

６
流
山
市
加
一
丁
目
１
２
２

５
―
６
流
山
市
立
博
物
館
に

郵
送
ま
た
は
持
参
※
研
究
論

文
は
フ
ロ
ッ
ピ
ー
と
打
ち
出

し
原
稿
の
提
出
を
。
ま
た
、

Ｅ
メ
ー
ル
（hakubutsukan

@
city.nagareyam

a.chiba.
jp

）
で
の
提
出
も
可
▽
入
賞

発
表
＝
10
月
末
ご
ろ
（
個
人

通
知
）
※
最
優
秀
賞
各
１
点
、

優
秀
賞
各
２
点
、
そ
の
他
特

別
賞
あ
り
。
応
募
作
品
は
主

催
者
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

新
選
組
流
山
隊
実
行
委
員

会
で
は
、
調
布
市
・
日
野
市

の
各
実
行
委
員
会
と
共
催
で

新
選
組
ゆ
か
り
の
施
設
を
観

覧
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
流
山
・
調

布
・
日
野
の
す
べ
て
の
施
設

を
回
る
と
、
最
後
の
施
設

（
近
藤
勇
陣
屋
跡
を
除
く
）

7月1日から11日まで博物館で

連日多くの人が訪れる近
藤勇陣屋跡

平
成
十
六
年
市
議
会
第
二
回
定
例
会
が

今
月
三
日
に
開
会
し
ま
し
た
。
今
回
提
案

さ
れ
た
当
初
議
案
は
、
平
成
十
六
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
流
山
市
火
災

予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
な
ど
十
件
で
す
。

市議会
第2回定例会

補正予算などを審議中

つくばエクスプレス

調査対象：住民基本台帳か
ら等間隔無作為抽出した満
20歳以上の市民5,000人
実施方法：郵送配布による
郵送回収
調査期間：平成16年2月27
日～3月15日
回答結果：有効回答者数
2,602人（回答率52.0％）
※調査結果の詳細は、情報
公開コーナーや市内図書
館、市のホームページでご
覧になれます
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研
究
論
文
、
シ
ョ
ー
ト
ビ

デ
オ
作
品
の
ご
応
募
を
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で
新
選
組
グ
ッ
ズ
を
記
念
品

（
数
に
限
り
あ
り
）
と
し
て

差
し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
を
。

▽
開
催
期
間
＝
７
月
１
日

�
〜
９
月
30
日
�
▽
観
覧
施

設
＝
①
流
山
市
…
博
物
館
�

７
１
５
９
―

３
４
３
４

／
一
茶
双
樹
記
念
館
�
７
１

５
０
―

５
７
５
０
／
近
藤
勇

陣
屋
跡
②
調
布
市
…
調
布
市

郷
土
博
物
館
�
０
４
２
４
―

81
―

７
６
５
６
／
ち
ょ
う
ふ

新
選
組
フ
ェ
ス
タ
会
場
�
０

４
２
４
―

81
―

７
３
０
８
③

日
野
市
…
日
野
市
ふ
る
さ
と

博
物
館
�
０
４
２
―

５
８
３

―

５
１
０
０
／
万
願
寺
メ
イ

ン
会
場
�
０
４
２
―

５
８
９

―

７
２
７
２
／
日
野
宿
本
陣

跡
�
０
４
２
―

５
８
７
―

０

０
１
３
※
施
設
の
開
館
時
間

や
入
場
料
等
に
つ
い
て
は
直

接
お
問
い
合
わ
せ
を

□問
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

「MAKOTONARI」のイラスト
入り（1冊100円）

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

41.2％ 
42.7％ 

36.5
32.8

34.8
33.4

21.8
29.9

19.1
32.6

14.3
19.1

16.0
17.0

12.6
16.3

11.6
13.0

9.7
14.8

7.3
10.6

5.5
5.8

4.8
5.6

4.0
5.0

3.1
1.9

8.6
2.8

安全な 

静かな 

落ちついた 

調和のとれた 

うるおいのある 

活力のある 

豊かな 

明るい 

充実した 

美しい 

いきいきした 

楽しい 

創造的な 

個性的な 

その他 

無回答 

平成15年度 
総数=2,602人 

平成9年度 
総数=3,560人 

流
山---

調
布---

日
野

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
を

／ ～71
／711

まちの将来をイメージする言葉



平成16年６月15日（火曜日） （２）第１０６８号

参議院議員
通常選挙

投
票
日
は
7
月
11
日

公
示
日
の
翌
日
か
ら
で
き
ま
す

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

現
在
開
会
中
の
通
常
国
会
の
会
期
延
期
が
な
い
場

合
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
七
月
十
一
日
に
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

投
票
は
、
参
議
院
千
葉
県
選
出
議
員
選
挙
（
定
数

二
人
）
と
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
二
種

類
で
す
。

千
葉
県
選
出
議
員
選
挙
は

「
候
補
者
名
」
を
、
比
例
代

表
選
出
議
員
選
挙
は
「
政
党

等
の
名
称
ま
た
は
政
党
等
の

名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
候

補
者
名
」
を
記
載
し
ま
す
。

な
お
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

等
で
選
挙
期
日
（
投
票
日
）

当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
、
不
在

者
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。平

成
十
五
年
十
二
月
一
日

か
ら
、
不
在
者
投
票
制
度
の

一
部
が
変
更
と
な
り
、
不
在

者
投
票
所
に
よ
る
投
票
が
、

期
日
前
投
票
制
度
に
よ
る
投

票
と
な
り
ま
し
た
。

期
日
前
投
票
制
度
で
は
、

選
挙
人
が
投
票
用
紙
を
封
筒

に
入
れ
ず
に
、
直
接
投
票
箱

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。同

制
度
の
対
象
と
な
る
投

票
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
不
在
者
投
票
の
う
ち
、

「
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
行
う
投
票
」
が

対
象
と
な
り
、
本
市
で
は
、

こ
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

か
ら
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、「
指
定
病
院
や

施
設
で
の
不
在
者
投
票
」、

「
滞
在
地
に
お
い
て
の
不
在

者
投
票
」、「
郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
」
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
行
わ
れ
ま

す
。ま

た
、
期
日
前
投
票
期
間

中
に
満
二
十
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
、
二
十
歳
に
な
る
方
で

あ
っ
て
も
、
従
来
の
不
在
者

投
票
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ

の
際
は
、
投
票
用
紙
の

二
重
封
筒
へ
の
封
入
、
外
封

筒
へ
の
署
名
が
あ
り
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
の
対
象
者
】

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
用

務
が
あ
る
（
①
日
曜
日
に
営

業
す
る
自
営
業
の
方
②
妊
娠

な
ど
の
理
由
で
選
挙
期
日
に

投
票
で
き
な
い
方
③
冠
婚
葬

祭
の
予
定
の
あ
る
方
④
旅
行

の
予
定
の
あ
る
方
）
な
ど
、

従
来
の
不
在
者
投
票
事
由
に

該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方

で
す
。

※
実
際
の
投
票
の
際
に

は
、
従
来
の
不
在
者
投
票
と

同
じ
く
、
前
記
事
由
に
該
当

す
る
と
見
込
ま
れ
る
旨
の
宣

誓
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す

【
期
日
前
投
票
お
よ
び
不

在
者
投
票
の
期
間
】

期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在

者
投
票
の
期
間
は
、「
選
挙

期
日
の
公
示
日
の
翌
日
か
ら

選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
の

間
」
で
す
。

公
示
日
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
所
の
場

所
・
期
間
】
…
選
挙
期
日
が

７
月
11
日
と
な
っ
た
場
合
の

予
定
で
す

▽
場
所
／
期
間
＝
①
市
役

所
第
１
庁
舎
１
階
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
／
６
月
25
日
�
〜
７

月
10
日
�
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
８
時
②
北
部
公
民
館
・

東
部
公
民
館
／
７
月
４
日
�

〜
７
月
10
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
８
時

※
入
場
整
理
券
（
届
い
て

い
る
方
）
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い郵

便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
る
対
象
者
が
拡
大

し
、「
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が

要
介
護
５
」
の
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
す
る
に
は
、
事
前
に
郵

便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
で
き
る
と
さ

れ
た
人
で
、
上
肢
ま
た
は
視

覚
の
障
害
が
一
級
の
方
は
、

代
理
記
載
制
度
も
あ
り
ま

す
。公

職
選
挙
法
に
基
づ
く
平

成
十
六
年
六
月
一
日
現
在
の

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
は
、

男
六
万
九
百
四
十
七
人
、
女

六
万
二
千
二
百
三
十
二
人
の

合
計
十
二
万
三
千
百
七
十
九

人
（
前
回
比
百
四
十
六
人
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

□問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
�
７
１
５
０
―

６
１
０
０

市
で
は
、
本
市
の
景
観
の

あ
る
べ
き
姿
と
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方

法
を
示
す
「
都
市
景
観
形
成

基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
者
は
、
無
作

為
に
抽
出
し
た
満
十
八
歳
以

上
の
市
民
の
方
（
三
千
人
）

で
、
今
月
十
日
に
調
査
票
を

発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。調

査
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
同
基
本
計
画
策
定
以
外

の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん

の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
期
限
は
、
六
月
二
十

五
日
�
で
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
７

平
成
16
年
度
の
市
・
県
民
税

納
税
通
知
書
を
16
日
に
発
送

自
営
業
者
な
ど
、
個
人
で

納
税
す
る
方
を
対
象
に
、
平

成
十
六
年
度
の
市
・
県
民
税

（
普
通
徴
収
）
の
納
税
通
知

書
を
、
今
月
十
六
日
に
発
送

し
ま
す
。

税
額
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
や
市
・
県
民
税
申
告
、

会
社
か
ら
提
出
さ
れ
た
給
与

支
払
報
告
書
な
ど
、
平
成
十

五
年
中
の
所
得
お
よ
び
控
除

等
の
状
況
に
基
づ
い
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

納
税
方
法
は
、「
一
括
払

い
の
全
納
」
と
「
年
四
回
の

期
別
払
い
（
納
期
＝
第
一
期

…
六
月
三
十
日
／
第
二
期
…

八
月
三
十
一
日
／
第
三
期
…

十
一
月
一
日
／
第
四
期
…
平

成
十
七
年
一
月
三
十
一
日
）」

の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
も
市
・
県

民
税
は
、
減
税
の
一
環
と
し

て
所
得
割
額
か
ら
一
定
の
金

額
（
所
得
割
額
の
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
相
当
で
、
四
万
円
を

限
度
）
を
控
除
す
る
定
率
控

除
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
・
県
民
税
が
給
与
天
引

き
さ
れ
て
い
る
方
（
特
別
徴

収
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

会
社
な
ど
に
定
率
控
除
後
の

税
額
通
知
書
を
発
送
し
て
い

ま
す
。

納
税
通
知
書
の
発
送
に
合

わ
せ
て
、
平
成
十
六
年
度
の

税
関
係
各
種
証
明
書
（
所
得
、

課
税
、
非
課
税
、
納
税
等
）

を
必
要
に
応
じ
発
行
し
ま
す
。

た
だ
し
、
税
の
申
告
を
し

て
い
な
い
方
に
は
、
発
行
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
申
告
が
済

ん
で
い
な
い
方
は
至
急
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
市
民
税
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
３

介
護
保
険
施
設
に
入
所
の
方

食
事
負
担
額
を
減
額

現
在
、
介
護
保
険
施
設

（
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介

護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療

養
型
医
療
施
設
）
に
入
所
中

の
方
の
食
事
負
担
額
（
食
事

負
担
額
は
通
常
一
日
七
百
八

十
円
で
す
）
の
減
額
認
定
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
度
に
減
額
認

定
を
受
け
た
方
に
は
、
更
新

手
続
き
の
通
知
を
郵
送
（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
中

の
方
に
は
、
施
設
に
郵
送
）

し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
入
所
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
施

設
へ
の
入
所
時
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
減
額
対
象
／
負
担
額

（
日
額
）
＝
①
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
／
５
０
０
円
②

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

で
、
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給

者
／
３
０
０
円
▽
申
請
方

法
＝
介
護
保
険
証
（
平
成

16
年
転
入
者
な
ど
の
場
合

は
、
非
課
税
世
帯
証
明
書
な

ど
が
必
要
）
を
持
参
の
う
え
、

高
齢
者
支
援
課
へ
※
申
請
の

あ
っ
た
月
の
一
日
ま
で
し
か

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
高
齢
者
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
０

【
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
】

▽
対
象
＝
市
内
に
在
住
（
住

民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登

録
原
票
に
登
録
）
し
、
公
認
の

私
立
幼
稚
園
に
６
月
１
日
現
在

で
在
園
し
て
い
る
３
〜
５
歳
児

（
平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成
13

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
保
護

者
※
支
給
基
準
あ
り
▽
補
助
限

度
額
（
年
額
）
＝
別
表
参
照
※

補
助
金
額
は
平
成
16
年
度
の
市

町
村
民
税
所
得
割
課
税
額
で
決

定
す
る
た
め
、
未
申
告
の
方
は

至
急
申
告
を
▽
申
込

方
法
＝
各
私
立
幼
稚

園
で
配
布
の
「
私
立

幼
稚
園
保
育
料
等
減

免
措
置
に
関
す
る
調

書
」
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
指
定
さ
れ

た
期
間
内
に
各
私
立

幼
稚
園
へ

【
私
立
幼
稚
園
園

児
補
助
金
】

▽
対
象
＝
市
内
に

在
住
（
住
民
基
本
台

帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登

録
）
し
、
公
認
お
よ
び
教
育
委
員

会
で
認
め
た
私
立
幼
稚
園
に
６
月

１
日
現
在
で
在
園
し
て
い
る
３
〜

５
歳
児
（
平
成
10
年
４
月
２
日
〜

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の

保
護
者
▽
補
助
金
額
（
年
額
）
＝
別

表
参
照
▽
申
込
方
法
＝
各
私
立
幼

稚
園
で
配
布
の
「
委
任
状
」
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
指
定
さ
れ
た

期
間
内
に
各
私
立
幼
稚
園
へ

□問
学
校
教
育
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
４

　就園奨励費補助金の補助限度額  

　園児補助金の補助金額 

① 
 
② 
 
③ 
 
④ 

① 
② 

3歳児 
4～5歳児 

10,000円 
17,000円 

対象年齢 補助金額（年額） 

対象世帯 
補助限度額（年額） 

第1子 第2子 第3子以降 

253,000円 
 

246,000円 
 

241,000円 
 

237,000円 
 
 

市町村民税の所得割額が 
8,800円以下の世帯 

市町村民税の所得割額が 
102,100円以下の世帯 

市町村民税のうち均等割 
のみ課税世帯 

市町村民税非課税世帯、 
生活保護世帯 

196,000円 
 

176,000円 
 

161,000円 
 

147,000円 
 
 

137,700円 
 

104,900円 
 

80,400円 
 

56,500円 

市民の方（3,000人）にお願いしている「まちづくり達成度アンケート調査」は、
６月18日までに投函してください□問行政改革推進課�７１５０－６０７８

都
市
景
観
形
成
基
本
計
画
策
定
へ 

都
市
景
観
形
成
基
本
計
画

都
市
景
観
形
成
基
本
計
画 

都
市
景
観
形
成
基
本
計
画 

市
民
　
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
中

3,000

投

票

方

法

期
日
前
投
票
と
は

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

私立幼稚園 の支給申請を
就園奨励費補助金
園 児 補 助 金
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★印のあるものは市主催のものです 
 

★
庭
木
の
手
入
れ
講
習
会

▽
日
時
＝
①
７
月
17
日
�

②
７
月
18
日
�
い
ず
れ
も
９

時
30
分
〜
12
時
▽
場
所
＝
市

民
総
合
体
育
館
、
市
総
合
運

動
公
園
▽
講
師
＝
流
山
造
園

土
木
業
組
合
（
寺
澤
昇
会
長
）

の
皆
さ
ん
▽
内
容
＝
剪
定
な

ど
庭
木
の
手
入
れ
の
基
礎

（
講
義
と
実
技
）
※
雨
天
の

場
合
は
講
義
の
み
▽
対
象
／

定
員
＝
市
民
（
昨
年
度
受
講

者
を
除
く
）／
各
20
人
（
多

数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
剪

定
バ
サ
ミ
、
刈
込
バ
サ
ミ

（
あ
る
方
の
み
）
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
庭
木

の
手
入
れ
講
習
会
参
加
希

望
」、
参
加
希
望
日
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
（
返
信
用

に
も
住
所
、
氏
名
）
を
明
記

し
、
６
月
22
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０

１
９
２
流
山
市
役
所
公
園
緑

地
課
へ

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
２

絵
て
が
み
教
室

▽
日
時
＝
６
月
26
日
�
13

時
〜
15
時
▽
場
所
＝
流
山
郵

便
局
▽
定
員
＝
20
人
程
度
▽

参
加
費
＝
無
料
（
ハ
ガ
キ
代

は
自
己
負
担
）
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を
（
10
時
〜
17
時
）

□問
流
山
郵
便
局
�
７
１
５

５
―

７
１
１
３

千
葉
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

▽
受
験
資
格
＝
医
療
・
保

健
・
福
祉
分
野
の
有
資
格
者

で
、
一
定
期
間
以
上
の
実
務

経
験
が
あ
る
方
▽
日
時
＝
10

月
24
日
�
10
時
〜
12
時
▽
場

所
＝
千
葉
商
科
大
学
（
市
川

市
）、
日
本
大
学
・
実
籾
校

舎
（
習
志
野
市
）
▽
申
込
書

の
配
布
場
所
＝
市
高
齢
者
支

援
課
、
流
山
市
社
会
福
祉
協

議
会
ほ
か
▽
受
付
期
間
＝
７

月
１
日
〜
31
日
※
申
込
方
法

な
ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
□問
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議

会
�
０
４
３
―

２
０
４
―

１

６
１
０
（
９
時
〜
17
時
）

消
防
設
備
士
試
験

▽
期
日
＝
９
月
５
日
�
▽

場
所
＝
日
本
大
学
・
実
籾
校

舎
（
習
志
野
市
）
▽
申
し
込

み
＝
消
防
本
部
予
防
課
で
配

布
の
願
書
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
７
月
14
日
か
ら

21
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

２
６
０
―

０
８
４
３
千
葉
市

中
央
区
末
広
２
―
14
―
１
ワ

ク
ボ
ビ
ル
３
階
�
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
千
葉
県
支
部

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

□問
消
防
本
部
予
防
課
�
７

１
５
８
―

０
２
７
０

★
公
共
下
水
道
供
用
開
始

区
域
の
縦
覧

七
月
一
日
か
ら
公
共
下
水

道
供
用
開
始
と
な
る
区
域
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

▽
期
間
＝
６
月
15
日
�
〜

28
日
�
（
土
・
日
曜
を
除

く
）
▽
時
間
＝
８
時
30
分
〜

17
時
▽
場
所
＝
下
水
道
業
務

課
▽
対
象
区
域
＝
前
ケ
崎
字

堰
場
・
字
南
谷
、
松
ケ
丘

２
・
５
丁
目
の
各
一
部
の
区

域
□問
下
水
道
業
務
課
�
７
１

５
０
―

６
０
９
６

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
の
再
生
品
（
自
転

車
）
の
販
売

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ

ラ
ザ
館
で
は
、
ご
み
の
減
量

と
資
源
の
再
利
用
の
一
環
と

し
て
、
粗
大
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
た
自
転
車
を
再
生
修
理

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
価

で
販
売
し
ま
す
。

▽
応
募
期
間
＝
６
月
15
日

�
〜
30
日
�
▽
場
所
＝
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館

▽
応
募
方
法
＝
展
示
コ
ー
ナ

ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
自
転

車
の
う
ち
、
希
望
す
る
自
転

車
を
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

直
接
プ
ラ
ザ
館
（
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課
）
窓
口
へ
※
多
数

抽
選
▽
引
き
渡
し
＝
自
転
車

は
現
金
と
引
き
換
え
で
、
運

搬
な
ど
は
各
自
で
行
っ
て
く

だ
さ
い

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―

８
２
５
０

★
博
物
館
の
臨
時
休
館

市
立
博
物
館
は
、
収
蔵
庫

く
ん
蒸
消
毒
の
た
め
、
次
の

と
お
り
臨
時
休
館
し
ま
す
。

▽
期
間
＝
６
月
22
日
�
〜

25
日
�
※
事
務
室
の
業
務
は

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す

□問
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

〈
敬
称
略
〉

【
社
会
福
祉
基
金
へ
】

▽
流
山
タ
ク
シ
ー
㈲
＝
４

３
９
５
円
▽
流
山
市
仏
教
青

年
会
会
長
高
橋
一
仁
＝
１

万
３
６
０
５
円
▽
京
和
ガ
ス

㈱
＝
６
１
４
７
円
▽
吉
成
泰

典
（
木
）
＝
２
万
８
５
０
０

円
▽
末
吉
敏
子
（
東
初

石
）＝
車
い
す
２
台

【
ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
へ
】

▽
流
山
愛
草
会

関
口
晋

太
郎
＝
１
万
円

【
育
英
資
金
給
付
基
金
へ
】

▽
流
山
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務

所

代
表
世
話
人

萩
原
好

雄
＝
５
万
円

【
交
通
安
全
教
育
の
啓
発
、

推
進
活
用
と
し
て
】

▽
流
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長
新
倉
隆
＝
ビ
デ
オ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
一
式

【
運
河
駅
施
設
の
旅
客
便

所
改
修
工
事
用
と
し
て
】

▽
学
校
法
人

東
京
理
科

大
学
＝
１
９
３
３
万
５
５
０

０
円
▽
宗
教
法
人

霊
波
之

光
教
会
＝
１
９
３
３
万
５
５

０
０
円

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流
山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある掲載
申込書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベント
掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場所、
問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でするようにお願
いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

そ
の
他

常磐自動車道測定結果（平成16年4月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた日数）
�日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2

�SPM

�日平均
交通量

若葉台

時　間 17 48 17 24

西初石 東初石 青　田

日 0（0） 0（0） 1（0） 0（0）

有　無 無 無 無 無

上　り

45,944台 47,391台 93,335台

下　り 合　計

講
座
・
講
演

資
格
・
求
人

▽日時＝６月25日�12時15分～▽場所＝市役所第１庁舎
４階議会事務局ロビー▽テーマ＝世界の音楽シリーズ№22
チェコ▽曲目＝モルダウ、母の教え給いし歌、ソナチネ作
品100より第１楽章、チェコ舞曲より第２番、スラヴ舞曲
作品72より 第10番・11番、家路▽出演＝中田理奈（ヴァ
イオリン）、岸本伸子（ピアノ）、小山恭代（ピアノ）、高
橋美保（司会）
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

第39回芸能祭 チャリティーバザーと歌謡ショー（流山市
歌謡演芸連合会主催）＝６月20日�10時～17時、文化会館。
入場無料□問土井�７１５８－００９２
書画展（萬里書画の会主催）＝６月23日�～30日�10時

30分～16時50分、杜のアトリエ黎明。入場無料□問桑原�７
１５９－６３９１
流山幼稚園ＰＴＡ主催バザー＝６月25日�12時～13時、

流山幼稚園。入場無料※バザー提供品も受け付け□問細川�
７１５０－５５２５
「親子で学ぼう自然と社会」第１回“放射線を見てみよ

う!!”（ＮＰＯ法人Ｃ＆Ｃクラブ主催）＝６月26日� 10時～
12時、初石公民館。参加費無料※１人（大人、子ども）で
も参加可□問上矢�７１５４－１３２５
流山フィルハーモニー交響楽団「第28回定期演奏会」

（市教委後援）＝６月27日�14時～16時、文化会館。入場
料700円（当日200円増）□問橘�７１５８－３４１０
ワードに挑戦（全３回）（ラクラクパソコンサークル主

催）＝６月27日、７月４日・11日いずれも日曜10時～11時
30分、森の図書館。参加費5,000円□問 菊池�７１５４－４５
４８
チャリティダンスパーティ（こまくさ会主催）＝７月４

日�17時30分～21時、東部公民館。参加費1,000円□問 田中�
７１４３－５１７３

縦
　
覧

善
　
意

市
営
住
宅
「
平
方
団
地
」

（
平
方
一
一
〇
―
一
）
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
者
の
選
考
は
、
住
宅

の
困
窮
度
に
応
じ
て
市
が
行

い
、
順
位
の
定
め
難
い
場
合

は
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

▽
入
居
時
期
＝
８
月
１
日

（
予
定
）
▽
募
集
戸
数
＝
２

戸
▽
間
取
り
／
家
賃
＝
２
Ｄ

Ｋ
／
８
８
０
０
円
〜
（
収
入

に
応
じ
て
決
定
）
▽
応
募
資

格
＝
次
の
要
件
（
①
〜
④
）

を
す
べ
て
満
た
す
方
…
①
市

内
に
１
年
以
上
住
民
登
録
ま

た
は
勤
め
て
い
る
市
税
の
滞

納
が
な
い
方
②
同
居
す
る
親

族
が
あ
る
方
（
50
歳
以
上
の

方
ま
た
は
障
害
者
手
帳
（
１

〜
４
級
）
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
は
、
単
身
入
居
が
可
）

③
年
間
総
収
入
額
が
基
準
額

以
内
で
あ
る
方
④
住
宅
に
困

っ
て
い
る
方
▽
必
要
書
類
＝

市
営
住
宅
入
居
申
込
書
、
平

成
15
年
の
所
得
を
証
明
す
る

書
類
、住
民
票（
世
帯
全
員
）、

市
税
の
納
税
証
明
書
▽
申
し

込
み
＝
６
月
15
日
�
〜
29
日

�
（
土
・
日
曜
を
除
く
、
８

時
30
分
〜
17
時
20
分
）
に
、

必
要
書
類
を
建
築
住
宅
課
へ

持
参□問

建
築
住
宅
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
８

第
三
号
被
保
険
者
と
は
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
配
偶
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
二

十
歳
か
ら
六
十

歳
未
満
の
方
で

す
。第

三
号
被
保

険
者
の
保
険
料

は
、
年
金
制
度

全
体
で
負
担
す

る
た
め
、
個
人

で
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
①
結
婚
し

て
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
配
偶
者
に

扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

②
既
に
結
婚
し
て
扶
養
さ
れ

て
い
る
方
が
、
二
十
歳
に
な

っ
た
③
自
分
の
収
入
が
減
っ

て
、
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
④
配
偶
者
が

厚
生
年
金
（
会

社
員
）
や
共
済

組
合
（
公
務
員

等
）
に
加
入
し

て
、
配
偶
者
に

扶
養
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
⑤

住
所
、
氏
名
が

変
わ
っ
た
―
等

の
際
は
勤
務
先

に
届
け
出
が
必

要
で
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ

を
。

□問
松
戸
社
会
保
険
事
務
所

�
０
４
７
―

３
４
５
―

５
５

２
５

▽日程＝①６月18日�９時30分～12時30分、
流山運転免許センター②６月19日�10時～16時、
イトーヨーカドー流山店③６月28日�13時～16
時、イトーヨーカドー流山店▽献血のできる
方＝16歳～69歳の健康な方（ただし、65歳以上
の方は60歳から64歳までに献血経験がある方）
※献血手帳がある方は持参
□問保健センター�７１５４－０３３１

献血にご協力を

アイドリング・ストップを！
大気汚染の改善や地球温暖化の防止のため、自動車を駐
停車するときは、エンジンを速やかに停止してください。
運転者は…①不要な暖機運転はやめましょう。

②車から離れているとき、荷物の積み下ろし
時には、エンジンを停止してください。
③休息中、人待ち、客待ち時も停車中はエン
ジンを停止してください。

□問県大気保全課�０４３－２２３－３８１０

ごみは 正しく分けて 集積所へ
集積所に出された「ごみ」の中に、正しく
分別されていないものが見受けられます。ご
みは正しく分別し、ルールを守って出してく
ださい。

「プラスチックごみ」に生ごみや紙おむつが混入…
弁当の容器などを出すときは、中身（生ご
み）を取り除き軽くすすいでから「プラスチ
ックごみ」で出してください。
また、生ごみや紙おむつは、「燃やすごみ」
になります。なお、台所ごみ等は水分を十分
に切ってから出してください。

中身の残っているガスライターやスプレー缶が…
ガスライターやスプレー缶は、中身を使い
切って「危険ごみ」で出してください。中身
が残っていると、破砕処理をする際に破裂す
る恐れがあり、大変危険なだけでなく機械等
の故障の原因にもなります。

□問クリーン推進課�７１５７－７４１１

市営住宅

入
居
者
を
募
集

平
方
団
地
に
空
き
室
2
戸

�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������

国民年金
第3号被保険者の方
勤務先に届け出を



平成16年６月15日（火曜日） （４）第１０６８号

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

五
月
二
十
六
日
、
市
総
合

運
動
公
園
で
第
五
十
二
回
市

小
・
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
＝
写

真
。こ

と
し
か
ら
、
小
学
校
の

競
技
種
目
に
オ
ー
プ
ン
の
男

入
場
で
き
ま
せ
ん
▽
料
金

（
税
込
み
）
＝
①
高
校
生
以

※7／27�、8／1�は、水泳大会のため流
山市民プールのみ閉鎖します

市民プール開場時間

ず
、
泳
げ
な
い
方
で
も
十
分

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
程
＝
①
Ａ
コ
ー
ス
…

７
月
６
日
〜
８
月
31
日
の
毎

週
火
曜
（
全
９
回
）
②
Ｂ
コ

ー
ス
…
７
月
２
日
〜
８
月
27

日
の
毎
週
金
曜
（
全
９
回
）

※
Ａ
・
Ｂ
ど
ち
ら
か
１
コ
ー

ス
を
選
択
（
途
中
か
ら
で
も

参
加
で
き
ま
す
）
▽
時
間
＝

い
ず
れ
も
19
時
〜
20
時
▽
場

所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

プ
ー
ル
▽
対
象
＝
18
歳
〜
50

歳
代
の
男
女
▽
参
加
費
＝
無

料
（
プ
ー
ル
入
場
料
1
0
0

円
は
自
己
負
担
）
▽
持
ち

物
＝
水
泳
帽
、
水
着
▽
申
し

込
み
＝
開
催
日
の
18
時
45
分

〜
19
時
に
直
接
会
場
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―

１
２
１
２

子
千
メ
ー
ト
ル
と
女
子
八
百

メ
ー
ト
ル
と
い
う
二
種
目
が

新
た
に
加
わ
り
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
成
績

は
次
の
と
お
り
。

【
小
学
校
】
▽
優
勝
＝
江

戸
川
台
▽
準
優
勝
＝
流
山
▽

３
位
＝
東

【
中
学
校
】
▽
優
勝
＝
八

木
▽
準
優
勝
＝
南
流
山
▽
３

位
＝
東
深
井

【
最
優
秀
選
手
】
▽
小
学

校
＝
船
越
涼
太
（
江
戸
川
台

５
年
）、
時
枝
ゆ
り
子
（
向

小
金
５
年
）
、
齋
藤
里
奈

（
江
戸
川
台
６
年
）
▽
中
学

校
＝
玉
ノ
井
公
祥
（
南
流
山

た
＝
写
真
。
環
境
学
習
の
一

環
と
し
て
四
年
前
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
幼
虫
は
、

昨
年
九
月
か
ら
子
ど
も
た
ち

が
タ
ニ
シ
や
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど

の
貝
を
採
っ
て
餌
と
し
て
与

え
る
な
ど
、
教
室
で
大
切
に

飼
育
し
て
き
ま
し
た
。

五
月
八
日
に
は
、
N
P
O

法
人
ホ
タ
ル
野
（
前
川
利
夫

代
表
）
で
も
、
会
員
や
家
族

連
れ
約
百
人
が
新
川
耕
地
の

水
田
に
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼

虫
七
百
匹
を
放
流
す
る
な

育
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
四

月
か
ら
障
害
児
に
つ
い
て
は

保
護
者
の
就
労
状
況
に
関
わ

ら
ず
保
育
対
象
と
し
ま
し

た
。
障
害
児
の
能
力
が
、
集

団
で
生
活
す
る
こ
と
で
引
き

出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。

今
回
の
研
修
会
は
、
流
山

〜
メ
デ
ィ
ア
漬
け
と
子
ど
も

の
危
機
」
と
題
し
た
家
庭
教

育
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
＝
写
真
。

講
師
の
N
H
K
放
送
文
化

研
究
所
専
門
委
員
・
清
川
輝

基
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ム
や
テ
レ

ビ
、
パ
ソ
コ
ン
、
ビ
デ
オ
な

ど
が
与
え
る
脳
や
身
体
へ
の

影
響
を
豊
富
な
デ
ー
タ
で
紹

介
し
、
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
の

推
進
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

次
回
の
家
庭
教
育
講
演
会

は
、「
食
べ
る
な
危
険
！
食

べ
た
い
安
心
！
〜
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
未
来
の
た
め
に
」

と
題
し
、
七
月
四
日
�
に
文

化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
を
育
む
事
業
が
活
発
に

プ
ー
ル
開
き
や
講
習
会
は
7
月
か
ら

夏
は
す
ぐ
そ
こ
！

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

夕
か
げ
に
白
を
深
め
し
水
芭
蕉
　
　

波
が
寄
せ
春
が
寄
せ
ゐ
る
九
十
九
里
　
　
　

草
笛
を
競
ふ
道
草
ラ
ン
ド
セ
ル

み
ど
り
の
日
朝
の
き
ら
め
く
中
に
あ
り

下
総
の
国
一
望
の
揚
ひ
ば
り

【
評
】
一
句
目
　
静
謐
な
平
原
の
原
風
景
を
思
わ
せ
る
一
句
で
あ
る
。
迫
る
夕
べ
が
逆
に
水

芭
蕉
の
白
を
深
め
る
と
い
う
措
辞
は
、
的
確
な
言
葉
の
斡
旋
と
言
え
る
。
二
句
目
　
擬
人

的
手
法
で
俳
句
の
形
を
作
り
、
波
が
春
を
寄
せ
て
く
る
と
い
う
九
十
九
里
の
風
景
が
、
清

し
く
し
か
も
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
る
。
三
句
目
　
あ
り
そ
う
で
あ
る
道
草
の
子
供
た
ち
の

遊
び
。
健
康
な
こ
こ
ろ
の
発
露
の
よ
う
な
も
の
が
窺
わ
れ
、
古
く
て
新
し
い
草
笛
の
音
色

で
あ
る
。
四
句
目
　
み
ど
り
の
日
は
か
つ
て
は
昭
和
天
皇
の
誕
生
日
、
日
本
人
の
心
に
は

常
に
敬
い
の
思
い
が
宿
る
。
そ
ん
な
心
を
生
か
し
な
が
ら
み
ど
り
の
日
の
祝
い
を
新
鮮
に

と
ら
え
た
句
柄
で
あ
る
。
五
句
目
　
山
な
き
国
下
総
、
揚
雲
雀
が
そ
の
国
を
一
望
し
て
い

る
雄
大
な
視
点
が
あ
る
。
心
身
に
や
さ
し
く
大
き
い
詠
い
ぶ
り
で
あ
る
。

青
い
夜

松
　
ケ
　
丘
　
　
吉
沢
　
量
子

あ
お
む
ら
さ
き
色
の
と
ば
り
が
降
り
る
と

赤
い
か
さ
の
ス
タ
ン
ド
が
明
る
さ
を
増
す

壁
に
架
か
る
額
に
は

青
い
衣
を
ま
と
っ
た
少
女
の
絵
が
あ
る

海
に
白
い
腕
を
さ
し
の
べ
て

青
い
ス
カ
ー
ト
を
ひ
る
が
え
し
な
が
ら

け
が
れ
の
な
い
顔
は
海
の
微
風
に
か
た
む
く

海
と
衣
が
波
う
つ
形
と
色
に
と
け
あ
う
よ
う

白
と
青
の
モ
ダ
ン
な
色
の
コ
ー
ド
で

描
か
れ
た
純
潔
な
生
命
の
息
づ
か
い

あ
こ
が
れ
み
つ
め
る
私
は

風
の
音
も
な
い
夜
の
底
に
沈
ん
で

今
夜
は
ひ
と
り

青
い
心
で
青
い
詩
を
書
こ
う

【評】夜の深みで私を訪れたのは昔日の青い時間である。
私は部屋の壁にある絵から導かれ、心の白いキャンバス

に想いをつづる。青く染められた私の心は海の彼方へ、

空の高みへと、水が流れるように自在である。光が想い

を消してしまう朝がくるまえに沈黙という名の音楽が、

言葉の世界で奏でられる。一瞬にして消えてしまう想い

を言葉でつかまえよう、蝶をピンで留めるように。

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山
　

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山
　

向
　
小
　
金
　
相
川
　
　
豊

野
　
々
　
下
　
大
野
　
和
子

こ
う
の
す
台
　
狼
　
　
　
司

古
家
に
独
り
の
住
ま
い
夜
と
な
り
て
か
す
か
な
軋
み
に
耳
の
そ
ば
立
つ

富
士
見
台
　
高
橋
　
レ
イ

森
林
の
椅
子
に
座
り
て
缶
コ
ー
ヒ
ー
飲
ん
で
若
葉
の
み
ど
り
と
遊
ぶ

美
　
　
　
原
　
森
口
　
　
杏

ひ
こ
ば
え
の
木
木
に
生
え
る
の
必
定
か
命
の
誕
生
厳
粛
な
り
き

西
　
初
　
石
　
増
山
　
達
雄

【
評
】
高
橋
氏
　
何
人
に
も
干
渉
さ
れ
な
い
独
り
暮
し
、
勝
手
気
儘
な
時
間
は
、
た
っ
ぷ
り

申
し
分
の
な
い
日
常
、
戸
の
軋
み
音
に
も
神
経
は
集
中
し
て
い
く
、
一
抹
の
寂
し
さ
心
の

異
変
が
結
句
に
浮
び
出
さ
れ
、
上
句
に
触
発
さ
れ
た
具
体
と
心
象
が
連
関
し
て
読
者
に
浸

透
。
森
口
氏
　
新
鮮
な
自
然
の
恵
み
「
み
ど
り
」
に
浸
り
豊
か
な
思
い
に
包
ま
れ
て
の
缶

コ
ー
ヒ
ー
と
森
林
浴
の
物
語
性
に
、
季
節
感
と
内
容
の
広
が
り
も
あ
り
、「
若
葉
の
み
ど
り

と
遊
ぶ
」
見
事
な
着
想
で
あ
る
。
増
山
氏
　
伐
っ
た
草
木
の
根
株
か
ら
出
た
芽
「
蘖
、
孫

生
―
」
ひ
こ
ば
え
と
人
間
の
誕
生
を
結
び
、
生
命
の
有
り
様
を
意
味
づ
け
ら
れ
た
が
、
情

景
を
描
写
し
触
発
さ
れ
た
も
の
が
感
動
と
な
り
成
立
す
る
た
め
上
下
句
、
到
置
、
添
削
、

常
用
に
統
一
し
た
、
理
に
走
ら
ず
抒
情
歌
の
ス
タ
イ
ル
を
期
待
す
る
。

7／5�～7／16��
�

9／1�～9／ 3 � 

7／ 3 �～7／ 4 �  
7／10�～7／11� 
7／17�～8／31� 
9／ 4 �～9／ 5 ��

開場日 

 開場回数 

1回目 
2回目 
3回目 
4回目 

12：30～14：00 
14：30～16：00

10：00～11：30 
12：30～14：00 
14：30～16：00 
16：30～18：00

（ただし土・日曜は４回） 

暑
い
夏
の
到
来
も
間
近
―
。
三
カ
所
の
市
民
プ
ー
ル
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
プ
ー
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス
講
習
会

の
ご
案
内
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

陸
上
大
会
で
新
記
録
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３
年
）、
福
嶋
茉
季
（
八
木

３
年
）

【
大
会
新
記
録
】
▽
小
学

男
子
５
年
１
０
０
ｍ
＝
船
越

涼
太
（
江
戸
川
台
）
／
記
録

13
秒
91
▽
小
学
女
子
５
年
１

０
０
ｍ
＝
時
枝
ゆ
り
子
（
向

小
金
）
／
記
録
14
秒
47

〈
敬
称
略
〉

ホ
タ
ル
さ
ん
、

夏
に
会
お
う
ね

八
木
南
小
学
校
の
五
年
生

二
十
九
人
が
五
月
二
十
八

日
、
野
々
下
水
辺
公
園
内
の

水
路
に
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼

虫
約
二
百
匹
を
放
流
し
ま
し

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

生
の
声
や
生
涯
学
習
施
設
の

利
用
者
等
の
意
見
な
ど
を
的

確
に
把
握
し
、
教
育
行
政
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
が
狙
い
。

そ
の
一
回
目
の
会
議
が
五
月

二
十
七
日
、
鰭
ケ
崎
小
学
校

で
行
わ
れ
、
六
年
生
の
中
井

龍
太
郎
さ
ん
、
新
妻
千
菜
美

さ
ん
、
鈴
木
駿
吾
さ
ん
、
仲

田
諒
さ
ん
、
大
和
田
舞
さ
ん
、

市
川
彩
さ
ん
、
田
中
祐
典
さ

ん
、
鈴
木
利
穂
さ
ん
と
教
育

委
員
の
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

医
師
会
と
一
緒
に

障
害
児
の
研
修
会

五
月
二
十
五
日
夜
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
障
害
を
持
つ
子

ど
も
の
保
育
や
教
育
に
つ
い

て
の
研
修
会
が
行
わ
れ
、
公

立
・
私
立
の
保
育
所
関
係
者

や
学
校
、
医
療
関
係
者
な
ど

百
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
＝

写
真
。

市
は
、
す
で
に
障
害
児
保

市
医
師
会
（
佐
藤
憲
尚
会
長
）

と
市
と
の
協
働
で
開
催
し
た

も
の
で
、
筑
波
大
学
の
園
山

繁
樹
助
教
授
を
講
師
に
「
統

合
保
育
と
療
育
支
援
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
小
児
科
医
の
小

泉
信
彦
理
事
は
「
福
祉
や
教

育
の
枠
を
越
え
、
障
害
児
を

ト
ー
タ
ル
に
支
援
す
る
た
め

に
同
じ
理
解
や
知
識
を
持
つ

こ
と
が
必
要
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

家
庭
教
育
講
演

会
に
ご
参
加
を

五
月
二
十
九
日
、
文
化
会

館
で
「
子
ど
も
が
危
な
い
！

市
民
プ
ー
ル

で
泳
ご
う
！

三
つ
の
市
民
プ
ー
ル
が
七

月
三
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
二
十
五
メ
ー
ト
ル
プ
ー

ル
と
幼
児
用
プ
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。

▽
開
場
時
間
＝
別
表
の
と

お
り
▽
使
用
の
制
限
＝
①
10

歳
以
下
の
子
ど
も
は
、
単
独

で
利
用
で
き
ま
せ
ん
②
保
護

者
も
水
着
を
着
用
し
な
い
と

上
…
１
０
０
円
②
中
学
生
以

下
…
50
円

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―

１
２
１
２
／
流
山

市
民
プ
ー
ル
�
７
１
５
８
―

５
２
７
６
／
北
部
市
民
プ
ー

ル
�
７
１
５
５
―

３
８
６

４
／
東
部
市
民
プ
ー
ル
�
７

１
４
３
―

５
５
７
７

屋
根
付
き
プ
ー
ル

も
あ
り
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の

プ
ー
ル
が
七
月
一
日
か
ら
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
開
閉
式
の

屋
根
が
あ
る
二
十
五
メ
ー
ト

ル
プ
ー
ル
と
、
屋
外
で
小
さ

な
お
子
さ
ん
が
楽
し
め
る
徒

渉
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

▽
期
間
＝
７
月
１
日
�
〜

８
月
31
日
�
（
月
曜
休
み
）

▽
時
間
（
総
入
れ
替
え
制
）
＝

①
10
時
〜
11
時
30
分
②
12
時

30
分
〜
14
時
③
14
時
30
分
〜

16
時
④
16
時
30
分
〜
18
時
⑤

19
時
〜
20
時
30
分
（
火
・
金

曜
の
⑤
は
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ク

ス
講
習
会
）
▽
利
用
料
金
＝

大
人
1
0
0
円
、
中
学
生
以

下
50
円
（
小
学
3
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
▽
持
ち

物
＝
水
着
と
水
泳
帽
子

□問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

�
７
１
５
５
―

５
５
６
１

ウ
オ
ー
タ
ー

ビ
ク
ス
講
習
会

市
教
育
委
員
会
で
は
、
ウ

オ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス
（
水
中
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
）
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
水
の
浮
力
で
膝

や
腰
に
も
負
担
が
か
か
ら

ど
、
ホ
タ
ル
の
舞
う
環
境
復

活
に
向
け
た
活
動
が
盛
ん
で

す
。小

学
生
と
活
発

な
意
見
交
換
会

流
山
市
教
育
委
員
会
（
稲

澤
秀
夫
教
育
委
員
長
）
は
、

毎
月
開
催
し
て
い
る
教
育
委

員
会
議
を
で
き
る
だ
け
学
校

や
社
会
教
育
施
設
へ
出
向
い

て
、
子
ど
も
や
利
用
者
と
意

見
交
換
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
変
更


